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不祥事に深く

お詫び申し上げます

大町市長
牛越 徹

　
こ
の
た
び
、
市
職
員
が
公
共

施
設
の
設
備
工
事
の
入
札
妨
害

な
ど
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
、
市
で
は
不
祥
事
が

続
い
た
た
め
、
事
案
ご
と
に
原

因
を
検
証
し
、
職
員
相
互
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
、

業
務
の
あ
り
方
を
見
直
す
と
と

も
に
、
全
職
員
に
市
長
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス（
法
令
順
守
）の
徹
底
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
案
が

起
き
る
要
因
は
、
個
々
の
行
為

が
原
因
で
あ
り
、
当
事
者
に
非

が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
個
人

の
問
題
と
し
て
片
付
け
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
根
本
に
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
欠
如
が

あ
り
、
根
本
的
な
解
決
に
は
、

職
員
一
人
一
人
の
意
識
の
徹
底

と
こ
れ
を
実
践
す
る
よ
う
定
着

を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
か
ら
全
庁
を

挙
げ
て
不
祥
事
を
決
し
て
他
人

ご
と
と
せ
ず
、
職
員
自
身
が
真

剣
に
考
え
、
自
ら
行
動
す
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
市

役
所
の
新
た
な
組
織
風
土
を
創

り
上
げ
る
た
め
、
昨
年
１
月
か

ら
13
回
、
３
０
０
人
余
の
職
員

が
参
加
し
、
小
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
対
話
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
出
さ
れ
た「
職
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少

な
く
な
っ
た
」「
他
の
部
署
の
業

務
に
理
解
や
関
心
が
薄
い
」な

ど
の
意
見
を
基
に
、
本
年
度
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
の
指
針

と
こ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
取

り
組
み
を
実
施
計
画
と
し
て
策

定
し
ま
す
。
こ
の
目
に
見
え
る

具
体
的
な
目
標
を
示
す
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
意
識
や
行
動
の

変
容
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
最
中
に
、
市
の
信
頼
を
損

ね
る
事
案
が
再
び
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、
信
頼
回
復
は
い
っ

そ
う
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
、
多
く
の
職
員
は

日
々
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
向
き

合
い
懸
命
に
業
務
に
当
た
っ
て

お
り
、
真し
ん

摯し

に
働
く
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
決
し
て
下
が

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
私
は
そ

の
先
頭
に
立
ち
、
再
発
防
止
と

信
頼
回
復
に
粘
り
強
く
取
り
組

む
重
い
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
先
月
の
市
議
会
６
月
定
例
会

で
も
、
議
員
か
ら
原
因
の
究
明

や
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
、
厳

し
い
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
市

長
と
し
て
、
職
員
個
人
の
面
と

組
織
の
課
題
の
両
面
か
ら
対
策

を
し
っ
か
り
講
じ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
根
本
的
な
解
決
に
向

け
力
を
尽
く
す
こ
と
を
答
弁
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
回
起
き
た
事
案
の
詳
細
な

内
容
や
要
因
な
ど
、
今
後
公
判

の
審
理
に
お
い
て
明
ら
か
に
な

る
結
果
を
慎
重
に
見
極
め
、
当

事
者
お
よ
び
理
事
者
を
含
む
関

係
職
員
の
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く

厳
正
に
対
処
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■特徴

▽ 初夏から徐々に発芽し、８～10月に
開花・結実します。

▽葉や茎には細かいとげがたくさんあり、
特に種子には硬いとげが生えます。

▽他の植物に巻き付くための巻きひげが
あります。よく似ている「クズ」（在来
植物）には巻きひげがありません。

▽日当たりの良い場所に生えます。

▽つるを伸ばして草木の上を覆うように
伸びて繁茂します。（覆われた植物は
日光を浴びられず枯れてしまいます）

　人間の活動によって他の地域から持ち込まれた「外来種」。その中で特
に自然環境に大きな影響を及ぼす恐れのあるものを「特定外来生物」と呼
び、規制・防除の対象として法律で指定されています。市内でもアレチ
ウリ・オオキンケイギクといった特定外来生物が確認されています。
　繁殖力が強く、周囲の在来生物に代わって広範囲に繁茂して環境を一
変させてしまうおそれがあります。アレチウリは７月に成長し、８月か
らは開花・結実します。周囲やご自身の土地で見かけたら、早期の駆除
にご協力をお願いします。

■駆除の方法
①根から抜き取ってください。

▽できるだけ結実前に抜き取りましょう。
（単年草なので、種子を落とさなければ増えません）

▽生えてこなくなるまで数年間続けましょう。
（地面に落ちた種子が翌年発芽するとは限らない植物です）
②種子の飛散を防ぐため、抜き取り後はビニール袋に入れましょう。

▽北アルプスエコパークに持ち込んでいただければ、無料で引き
取ります。
※外来植物がいったん定着してしまうと、短期間ではなかなか減
らないため複数年にわたる駆除活動が必要です。地域の風景の
保全のため、皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　生活環境課環境保全係　℡□市内線465
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アレチウリの
種子

特定外来生物（アレチウリ）の
拡散を防ぎましょう


